
提

出

者

照

屋

寛

徳

平
成
十
六
年
二
月
三
日
提
出

質

問

第

一

二

号

在
沖
米
海
兵
隊
と
ア
メ
リ
カ
の
海
外
基
地
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

12



在
沖
米
海
兵
隊
と
ア
メ
リ
カ
の
海
外
基
地
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

在
沖
米
海
兵
隊
の
削
減
・
撤
退
は
、
沖
縄
県
民
の
強
い
願
い
で
あ
り
、
総
意
で
あ
る
。
在
沖
米
海
兵
隊
を
含
む
在
沖
米
軍
基

地
の
整
理
・
縮
小
は
国
政
の
課
題
で
も
あ
り
、
政
府
は
そ
れ
に
取
り
組
む
政
策
方
針
を
表
明
し
て
い
る
。

在
沖
米
海
兵
隊
は
、
広
大
な
演
習
場
を
有
し
、
甚
大
な
演
習
被
害
、
普
天
間
飛
行
場
か
ら
の
深
刻
な
爆
音
被
害
、
海
兵
隊
員

に
よ
る
多
発
す
る
犯
罪
な
ど
に
よ
っ
て
、
沖
縄
県
民
の
生
命
・
身
体
の
安
全
を
日
常
的
に
脅
か
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

環
境
破
壊
、
生
活
破
壊
を
招
き
、
産
業
振
興
に
も
重
大
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
在
沖
米
海
兵
隊
が
約
一
万
六
千
人
も
狭
い
沖
縄
に
駐
留
す
る
戦
略
的
な
理
由
も
必
要
性
も
な
い
と
考
え
る
。
政
府

は
、
在
沖
米
軍
の
整
理
・
縮
小
、
と
り
わ
け
在
沖
米
海
兵
隊
の
削
減
・
撤
退
を
ア
メ
リ
カ
に
強
く
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
が
、
長
年
に
及
ん
で
こ
の
国
の
安
全
保
障
の
犠
牲
と
負
担
を
強
い
ら
れ
、
今
な
お
基
地
の
重
圧
に
苦
し
ん
で
い
る
沖
縄
県

民
の
強
い
要
望
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

在
沖
四
軍
調
整
官
（
第
三
海
兵
遠
征
軍
司
令
官
）
の
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
中
将
が
、
二
〇
〇
四
年
一
月
二
八
日
、

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
で
報
道
関
係
者
の
取
材
に
応
じ
、
沖
縄
に
駐
留
す
る
第
五
海
兵
連
隊
第
一
大
隊
、
第
四
海
兵
連
隊
第
三
大

一



隊
の
二
歩
兵
大
隊
、
普
天
間
基
地
の
重
輸
送
ヘ
リ
中
隊
、
第
二
四
海
兵
連
隊
第
三
大
隊
な
ど
約
三
千
人
を
二
月
か
ら
七
ヵ
月

間
イ
ラ
ク
に
派
遣
す
る
と
発
表
し
た
こ
と
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。
（
琉
球
新
報
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
二
〇
〇
四
年
一

月
二
九
日
付
朝
刊
参
照
）

二

政
府
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
中
将
が
発
表
し
た
前
記
在
沖
米
海
兵
隊
約
三
千
人
の
イ
ラ
ク
派
遣
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
お
る
の
か
お
示
し
願
い
た
い
。

三

二
〇
〇
四
年
一
月
三
一
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
発
共
同
通
信
に
よ
る
と
、
米
国
防
総
省
は
、
在
沖
米
海
兵
隊
の
う
ち
、
二
月
か

ら
四
月
に
か
け
て
順
次
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
る
三
歩
兵
大
隊
な
ど
約
三
千
人
の
大
半
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ク
で
の
任
務
終
了
後

も
沖
縄
に
戻
さ
ず
米
国
に
帰
還
さ
せ
、
事
実
上
削
減
す
る
運
用
計
画
案
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
と
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
米
国
防
総
省
の
か
か
る
運
用
計
画
案
検
討
の
事
実
を
掌
握
し
て
い
る
か
ど
う
か
お
示
し
願
い
た

い
。
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
琉
球
新
報
、
二
〇
〇
四
年
二
月
一
日
朝
刊
参
照
）

四

在
沖
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
を
図
る
政
府
の
立
場
か
ら
も
、
米
国
防
総
省
に
よ
る
在
沖
米
海
兵
隊
の
三
千
人
削
減
は
歓

迎
す
べ
き
こ
と
と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
お
る
の
か
お
示
し
願
い
た
い
。

五

米
国
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
二
五
日
、
米
軍
の
海
外
軍
事
力
態
勢
の
見
直
し
に
つ
い
て
声
明
を
発

二



表
し
た
。

政
府
は
、
こ
の
大
統
領
声
明
を
わ
が
国
の
安
全
保
障
と
在
沖
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
と
の
関
連
で
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
お
る
の
か
お
示
し
願
い
た
い
。

六

二
〇
〇
三
年
一
一
月
二
二
日
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
は
、
「
二
〇
〇
四
米
国
軍
事
建
設
歳
出
法
」
（
Ｈ
Ｒ
二
六
五
八
、
公

法
一
〇
八－

一
三
二
）
に
署
名
し
た
。
同
法
に
よ
っ
て
「
合
衆
国
軍
事
施
設
の
構
成
見
直
し
に
関
す
る
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
在
沖
米
軍
基
地
の
将
来
、
と
り
わ
け
在
沖
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
法
律
と

思
慮
す
る
。

政
府
は
、
「
二
〇
〇
四
米
国
軍
事
建
設
歳
出
法
」
（
Ｈ
Ｒ
二
六
五
八
、
公
法
一
〇
八－

一
三
二
）
の
成
立
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
お
る
の
か
お
示
し
願
い
た
い
。

七

稲
嶺
惠
一
沖
縄
県
知
事
は
、
「
合
衆
国
軍
事
施
設
の
構
成
見
直
し
に
関
す
る
委
員
会
」
の
公
聴
会
に
出
席
し
、
在
沖
米
軍

基
地
問
題
の
解
決
を
訴
え
た
い
と
表
明
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
も
同
委
員
会
の
公
聴
会
出
席
、
同
委
員
会
へ
の
在
沖
米
軍

基
地
の
整
理
・
縮
小
を
強
く
訴
え
る
働
き
か
け
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
対
応
方
針
を
お
示
し
願
い
た
い
。

八

私
は
、
在
沖
米
海
兵
隊
削
減
の
一
番
大
き
な
壁
は
日
本
政
府
だ
と
考
え
る
。
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
、
在
沖
米
海
兵

三



隊
の
削
減
を
具
体
的
に
求
め
て
こ
な
か
っ
た
。
わ
が
国
の
国
家
財
政
が
厳
し
き
折
、
思
い
や
り
予
算
な
ど
に
よ
る
在
日
米
軍

の
存
在
は
、
大
き
な
国
民
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
「
わ
が
国
に
と
っ
て
在
沖
米
軍
基
地
を
削
減
す
る
こ
と
が
国
益
だ
が
、
政

府
は
海
兵
隊
を
含
む
米
軍
を
駐
留
さ
せ
る
こ
と
が
国
益
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
」
と
批
判
す
る
識
者
も
多
い
。

政
府
は
、
米
国
政
府
が
海
外
基
地
の
見
直
し
・
再
編
を
検
討
す
る
こ
の
時
期
に
、
在
沖
米
海
兵
隊
の
削
減
と
施
設
・
区
域

の
返
還
を
ア
メ
リ
カ
政
府
に
要
求
す
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
方
針
を
お
示
し
願
い
た
い
。

九

米
国
政
府
は
、
国
内
外
の
米
軍
基
地
の
再
編
を
進
め
て
い
る
。
政
府
は
、
も
っ
と
も
っ
と
積
極
的
に
在
沖
米
軍
の
兵
力
削

減
と
在
沖
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
に
向
け
、
政
府
間
協
議
に
よ
り
力
を
注
ぐ
べ
き
と
考
え
る
。

政
府
は
、
米
国
防
総
省
に
お
い
て
現
在
検
討
作
業
を
進
め
て
い
る
「
二
〇
〇
五
年
基
地
再
編
・
閉
鎖
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
政
府
間
協
議
に
臨
む
の
か
、
そ
の
日
程
、
協
議
機
関
と
そ
の
構
成
を
含
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


